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プログラム名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５、どこでとれたサカナかな？
学習指導要領との関連　　　　　　　　　　　　サカナ：「魚介類と加工品を含む」
	小学校
社会
	３・４年
	（2）地域の人々の生産や販売について，次のことを見学したり調査したりして調べ，それらの仕事に携わっている人々の工夫を考えるようにする。

ア　地域には生産や販売に関する仕事があり，それらは自分たちの生活を支えていること。


小学校教科書関連単元　＊参考：教育出版
	小学校　社会
	３・４年
	２　見直そう　わたしたちの買い物
　２　店を調べに行こう


指導計画一例　＊参考：教育出版
小学校３・４年　社会　　２　見直そう　わたしたちの買い物

　　　　　　　　　　　　　　　配当時間：１４時間　　　本時：８，９時/１４時間
	配当時間
	主な学習活動
	
	評価規準

	１

	・自分自身や自分たちの家庭では、どんな品物をどの店で買っているか、日常の生活を振り返りながら話し合う。
	
	【関・意・態】

・スーパーマーケットの見学を通して、店の様子や、そこで働く人の様子などについて関心をもち、意欲的に調べようとしている。

【思・判・表】

・スーパーマーケットを見学して調べた事実をもとに、販売者の側の工夫を消費者の工夫と関連付けて考え、適切に表現している。

【技】

・見学を通して調べたことを、見学メモやノートに適切にまとめている。
【知・理】

・多くの買い物客を集めるために、買う人のことを考えた売り方の工夫や努力を店が行っていることや、商品を通して自分たちの地域と他地域とがつながっていることについて理解している。

	５

	・買い物調べの計画を立てる。

・買い物調べをまとめる方法を考える。

・調べたことを表やグラフ、地図に表す。

・表やグラフ、地図を見て、買い物の傾向や、よく買い物に行く店の特徴を話し合う。

・みんながよく買い物に行くスーパーマーケットを見学する計画を立てる。
	
	

	５
本時
	・スーパーマーケットの見学をする。

・店の様子や、買い物客の様子を観察し、メモをとる。

・買い物客や店で働く人へインタビューし、メモをとる。

・見学してわかったことをノートにまとめる。

・見学してわかったことをもとにして、店の工夫や努力について考える。

・店の商品がどこから来ているかを調べ、他地域とのつながりや店の工夫について考える。
（本プログラムの活用）
	
	

	２

	・家の人たちの買い物の工夫について、聞き取ってきたことを話し合う。

・スーパーマーケットの様子や家の人の買い物の工夫について振り返りながら、上手な買い物をするために、自分はどんなことに気をつけていきたいかを考える。
	
	

	１

	・店の人になったつもりで、ちらしづくりの計画を立てる。

・見た人が買い物に来たくなるようなちらしをつくる。

・それぞれのちらしを掲示して発表し合い、感想を話し合う。
	
	


プログラムのねらい
〇普段食べているサカナ（魚介類と加工品を含む）を知る。
〇サカナの産地などを調べ日本の漁業や食文化について考える。
プログラムの内容
スーパーマーケットや小売店に行き、売られているサカナを調べる。サカナの産地や加工の仕方などをまとめることで日本の漁業や食文化を考えさせる。
おすすめポイント
児童たちは、給食や家庭で食べているサカナの産地やどのように加工されているのかを深く考えたことがなく、また、サケなどのように外国産であるものや高知県以外の産地であるサカナが多いことを実感することができる。スーパーマーケット等で売られているサカナを調べる学習を通して日本の漁業と食文化を考える契機とすることができる。　
関係機関等の活用
〇地域のスーパーや小売店（要相談）
学習指導案
どこでとれたサカナかな？　
小学校３・４年　社会科　「地域には生産や販売に関する仕事があり，それらは自分たちの生活を支えていること」
プログラムの位置づけと活用方法

単元の中での活用
小学校３・４年　社会科　
（2）地域の人々の生産や販売について，次のことを見学したり調査したりして調べ，それらの仕事に携わっている人々の工夫を考えるようにする。

→ア 地域には生産や販売に関する仕事があり，それらは自分たちの生活を支えていることで活用
学習指導要領のねらい
地域の産業や消費生活の様子，人々の健康な生活や良好な生活環境及び安全を守るための諸活動について理解できるようにし，地域社会の一員としての自覚をもつようにする。
使用教材
１）ワークシート
２）デジタルカメラ等映像記録機器
３）模造紙

４）色鉛筆
授業の展開
小学校３・４年　社会　
「地域には生産や販売に関する仕事があり，それらは自分たちの生活を支えていること」
本時２時間扱い
	時
間
	学習の内容と活動
	学習支援（●）と評価（○）
	備考（使用教材等）

	１
時
間
	・調査（商品のラベル）、聴き取り時の注意事項を確認する。（安全面・内容等）
・グループで調査（商品のラベル）、聴き取りをする内容、役割分担（聴き取りをする係り、記録する係りなど）の確認をする。
・役割分担に従い調査（商品のラベル）、聴き取りをして内容を記録する。

　サカナの名前

　売られている形（加工品を含む）

　色、大きさ、値段、
　産地
　とれる時期など
	●事前に調査、聴き取りをする内容や注意事項を説明しておく。
●事前にグループに分け、内容や役割分担を確認させる。

●ワークシートやノートのまとめ方を確認する。
〇見学を通して調べたことを，ワークシートやノートに適切にまとめている。【技】


	・ワークシート
・デジタルカメラ等

	２時間
	・調査の内容をもとにグループで模造紙にまとめる。

・グループごとにまとめた内容を発表する。
	●サカナの種類と産地・値段・売られている形（加工品であるか）などとの関係で気づいたことを書くように促す。

〇スーパーマーケット等で売られているサカナの産地を調べる学習を通して日本の漁業と食文化を考えることができる。【思・判・表】
●グループや他グループの意見を参考に考えるように促す。
	・模造紙

・色鉛筆


プログラム活用の工夫
小学校３年　社会科　ア「地域には生産や販売に関する仕事があり，それらは自分たちの生活を支えていること。」で地域のスーパーなどでの調査学習にあわせて活用することを想定している。販売されているサカナの種類を調べることで人間の流通・経済活動は環境につながっていることを認識させるきっかけにする。また、活動を記録しておき壁新聞などを作ってみる。
資料（ワークシート）

どこでとれたサカナかな？　　（　　）年（　　）組　名前（　　　　　　　　　　　）

＊（魚介類と加工品を含む）

サカナの名前　　　　　　産地に〇を付けてみよう
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　　　　　　　　　　　　　　外国産はここに名前を書こう








外国産はここに名前を書こう








